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６
月
７
月
と
平
日
は
自
然
教
室
の
利
用
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
と
違
い
台
風
な
ど
の
天
気
の
影
響
も
少
な
く
順
調
に
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。 

 

７
月
１
日
に
は
真
福
寺
小
学
校
が
八
ヶ
岳
連
峰
の
編
笠
山
に

登
山
に
行
き
、
全
員
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。 

話
に
よ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
休
み
時
間
に
、
水
を
入
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
階
段
を
上
り
下
り
し
登
山
に
備
え

た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
先
生
方
も
事
前
に
登
山
の
下
見
に
み
え
登
山
ル
ー
ト
や

ト
イ
レ
の
位
置
な
ど
の
安
全
の
確
認
を
行
い
当
日
に
備
え
ま
し

た
。 自

然
の
家
で
は
下
見
と
本
番
に
２
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
同
行
さ

せ
る
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
り
ま
し
た
。 

準
備
万
端
整
え
て
、
い
ざ
当
日
を
迎
え
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出

し
ま
し
た
が
、
途
中
経
過
の
無
線
の
や
り
取
り
な
ど
を
聞
い
て
い

て
も
な
か
な
か
心
配
な
も
の
で
す
。 

夕
方
、
観
音
平
に
バ
ス
の
迎
え
に
行
き
、
下
り
た
子
ど
も
た
ち

の
疲
れ
と
満
足
し
た
顔
を
見
て
こ
ち
ら
も
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

先
生
方
、
指
導
員
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！ 

最
近
は
数
年
に
１
校
位
し
か
編
笠
山
に
は
登
り
ま
せ
ん
。 

先
生
方
の
準
備
も
子
供
た
ち
の
体
力
作
り
も
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
「八
ヶ
岳
」
と
名
前
が
つ
く
施
設
と
し
て
は
も

う
少
し
八
ヶ
岳
登
山
に
挑
む
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
す
ぐ
夏
期
シ
ー
ズ
ン
が
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
挑
む
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。 

何
校
か
同
時
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
午

後
。
話
し
か
け
た
無
線
が
ほ
か
の
学
校
と
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
、
両

方
と
も
聞
き
直
す
が
ま
た
か
ぶ
る
。 

そ
の
あ
と
の
沈
黙

・
・
・
？ 

Ｏ
Ｌ
東
出
口
水
源
あ
る
あ
る 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

自
然
の
家
所
長 

春
山
明
裕 



黄 

                  

（ちょっとお薦めの一冊） 

「のはらうた」 工藤 直子 著 

野原の生き物などの気持ちを詩にしたものです。 

様々な生き物が登場し、本当にその生き物たちが話しているような気

がします。 

自然の家の敷地を歩いていると、詩の情景を思い浮かべてしまいます。 

この中の、かまきりりゅうじの詩の抜粋を載せます。 

（「あっぱれのはらうた」株式会社童話屋 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

かまきりの気持ちがよく表れていませんか！！ 

長野県の学校登山事情長野県の学校登山事情長野県の学校登山事情長野県の学校登山事情    

 

長野県では梅雨の合間の時期に学校登山があちこちで行われ、伝統行事になっています。 

地元富士見町の小学校では、低学年の遠足での入笠山等を経験した後、５年生は日帰りで八ヶ岳の西

岳や編笠山などへ行きます。 

中学生は、山小屋泊で硫黄岳や横岳へ登ります。 

最高峰の赤岳へ毎年挑戦する学校もあり、それぞれの学校の伝統として受け継がれています。 

リュックサックを背負い、登山靴を履いてのトレーニング登校や、個別に体力に合った配慮など、登

山当日までの準備には大変な労力を要します。 

もちろん先生だけではなく、保護者の方やボランティアの方のバック 

アップも欠かせません。 

我が家の子供たちもそれぞれそんな登山を経験し大きな自信となりま 

した。 

大人となった今でも話題に上る、大事な思い出になっているようです。 

登山にかける思いの大きさや当日大変な思いをした分だけ、より深い 

思い出となっているのかもしれません。 

大変な行事ですが、継続することで、自然の魅力を知っている大人が 

沢山育っていってほしいと思います。（K） 

 

 

 

テント泊テント泊テント泊テント泊も楽しめますも楽しめますも楽しめますも楽しめます！！！！！！！！    

 

夏の利用に向けて、ファミリーテントを増やしました。 

５、６人でもゆったりと過ごすことができる大きさのテントで、

テント内で２つに仕切ることができるものです。 

テントだけではなく、さらに今年、新たに「たき火台」も購入し

ました。 

夜、たき火を囲ん 

で、団らんのひとと 

きを過ごすも楽しい 

ものです。 

 家族、グループで、 

ぜひテント泊で楽し 

んでみませんか！！ 

 

『『『『森森森森のののの工作教室』工作教室』工作教室』工作教室』    

 

今年度から新たに始めた、クラフト作りの主催事業です。 

１回目の７月１９日には、白樺の木を使って「カリンバ」という楽器を親子で 

作りました。 

２回目は１２月６日（土）～７日（日）、３回目は３月１５日（土）におこな

います。 

１２月は、クリスマスリースとつるかご作りをします。（１泊２日） 

３月には、森のスプーンとお箸作りを予定します。（日帰り） 

申込み方法、詳細につきましては、今後の八ヶ岳だよりやちらし等でお知らせい

たします。 

木やつるを使ったりと、山の中の自然の家ならではのクラフト作りなので、ぜひ

ご参加してください！！ 

 

 

 

夏夏夏夏到来到来到来到来    

 長かった梅雨がようやく終わり、いよいよ夏らしさを感じられる季

節になってきました。 

 夏は、なんといっても広々とした空の青さと山々の緑が目につきま

す。 

自然の家は、八ヶ岳の麓標高約１２００ｍにあるので、晴れている

と日中は日差しが強いのですが、木陰に入ると吹いている風が涼しく

気持ちがよいです。 

夏の日差しを浴び 

て様々な花も咲き、 

昆虫たちも活発に活 

動しています。 

 四季折々、景色が変 

わり、夏には夏の顔を 

見ることができます。 

 

た き 火 台 

 

「おれはかまきり」 

おう なつだぜ 

おれは げんきだぜ 

あまり ちかよるな 

おれの こころも かまも 

どきどきするほど 

ひかってるぜ  

・・・ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催事業 八ヶ岳ぐるっとハイキングⅢ 

「初秋の八ヶ岳ハイキング」の募集 
 

開催日：平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年９９９９月月月月２０２０２０２０日日日日（（（（土土土土））））～～～～２１２１２１２１日日日日（（（（日日日日））））１１１１泊泊泊泊２２２２日日日日    

 宿泊：川崎市八ヶ岳少年自然の家 

 交通手段：バスにての往復送迎付き  

内容：北八ヶ岳と呼ばれる山域には、２０００ｍを超えるなだらかな山々に抱かれた静

かな池が点在しています。いち早く紅葉の始まる池を巡りながら、秋の八ヶ岳を

満喫してみませんか！！ 

 参加費：大人１名様 １６，０００円   

     （宿泊費、食事代夕、朝、２日目昼食等） 

募集対象：中学生以上の健康な方（登山初級・ウォーキングレベル） 

 募集定員：４０名（先着順） 

 申込期間：平成２６年８月２０日（水）まで 

申込み方法：はがきかファックスで、事業名（初秋の八ヶ岳ハイキング）、住所、電話、参加者

氏名、年齢を記入して、少年自然の家あてお送りください。 

または、自然の家ホームページ内「初秋の八ヶ岳ハイキング参加申込書」にて申込み 

ください。 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２ 

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （一社）富士見町開発公社 

～あとがき～ 

６月には、セミの鳴き声もハルゼミ 

一色だったのに、７月下旬の今は、夕

方になるといつのまにかヒグラシの

鳴き声が響きわたっています。 

季節の移り変わりを景色の変化だ

けでなく、蝉の鳴き声からも感じま

す。 

夏に利用される方々も、今ならでは

の八ヶ岳の自然を堪能していただけ

たらと思います。（D） 

 

 

 

 

 

 


